
回答数：１０１

Ｑ１．2019年卒の今春の新卒採用数は？

採用していない 5

30人未満 30

30人以上、50人未満 23

50人以上、100人未満 19

100人以上、500人未満 19

500人以上、1,000人未満 2

1,000人以上 2

わからない 1

Ｑ２．2019年卒の今春の新卒採用の満足度は？ Ｑ３．2020年新卒採用のスケジュールは？

質的にも、量的にも満足 35 かなり早期化する予定 6

質的には不満 17 昨年よりやや早める予定 39

量的には不満 23 昨年並み 46

質的にも、量的にも不満 19 昨年よりも遅くする予定 0

新卒採用は実施していない 4 採用の予定はない 1

わからない 3 現在検討中 5

わからない 4

Ｑ４．新卒採用数の増減について

大きく増加する傾向にある 3

少しづつ増加する傾向にある 17

それほど変わらない 57

少しずつ減少する傾向にある 9

大きく減少する傾向にある 3

年によって増減するため、顕著な傾向はない5

採用していない 3

わからない 4

Ｑ５．インターンシップの実施有無と効果について Ｑ６．内定辞退について

実施しており、結果にも満足 39 辞退はほとんどない 6

実施しているが、結果には不満 37 辞退は少ないので、それほ 34

実施を検討中 10 辞退は昨年並みだが、多い 40

実施する予定はない 11 辞退は昨年より増え、多くなった 13

わからない 4 わからない 8
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採用していない
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30人以上、50人未満
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50人以上、100人未満
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100人以上、500人未満
19%

500人以上、1,000人未満
2%

1,000人以上
2%

わからない
1%

質的にも、量的にも満足
34%

質的には不満
17%

量的には不満
23%

質的にも、量的にも不満
19%

新卒採用は実施していない
4%

わからない
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大きく増加する傾向にある
3%

少しづつ増加する傾向にある
17%

それほど変わらない
56%

少しずつ減少する傾向にある
9%

大きく減少する傾向にある
3%

年によって増減するため、顕著な傾向はない
5%

採用していない
3%

わからない
4%

かなり早期化する予定
6%

昨年よりやや早める予定
39%

昨年並み
45%

昨年よりも遅く

する予定
0%

採用の予定はない
1%

現在検討中
5%

わからない
4%

辞退はほとんどない
6%

辞退は少ないので、それ

ほど大きな問題ではない
34%

辞退は昨年並みだが、多い
39%

辞退は昨年より増え、

多くなった
13%

わからない
8%

実施しており、

結果にも満足
38%

実施しているが、

結果には不満
37%

実施を検討中
10%

実施する予定はない
11%

わからない
4%



Q７．リクルーター制度について Ｑ８．リファラル採用(社員紹介による採用)について

現在運用されており、それなりに成果も出ている39 実施しており、結果も満足している16

現在運用しているが、なかなか成果に結びつかない12 実施しているが、結果には不満 21

現在運用を計画中 10 実施することを現在計画中  0

現在運用予定はない 37 実施予定はない 37

わからない 3 わからない 8

Q９．「通年採用」を実施しているか Ｑ１０．大学との関係構築について

既に実施している 30 教授とキャリアセンターを 49

近い将来に実施する予定 3 キャリアセンターのみ訪問 33

現在検討中 32 教授のみ訪問している 7

実施予定はない 28 大学への訪問は行っていな 9

わからない 8 わからない 3

Q１１．.直近１年間の（即戦力社員等の）中途採用数

採用していない 3

30人未満 59

30人以上、50人未満 13

50人以上、100人未満 14

100人以上、500人未満 9

500人以上、1,000人未満 2

1,000人以上 0

わからない 1

Ｑ１２．中途採用数の増減について

大きく増加する傾向にある 11

少しづつ増加する傾向にある 39

それほど変わらない 37

少しずつ減少する傾向にある 3

大きく減少する傾向にある 2

年によって増減するため、顕著な傾向はない6

中途採用は実施していない 2

わからない 1

現在運用されており、それ

なりに成果も出ている
38%

現在運用しているが、なかなか

成果に結びつかない
12%

現在運用を計画中
10%

現在運用予定はない
37%

わからない
3% 実施しており、結果も

満足している
19%

実施しているが、結

果には不満
26%

実施予定はない
45%

わからない
10%

既に実施している
30%

近い将来に実

施する予定
3%現在検討中

31%

実施予定はない
28%

わからない
8%

教授とキャリアセンター

を訪問している
48%

キャリアセンターのみ

訪問している
33%

教授のみ訪問し

ている
7%

大学への訪問は

行っていない
9%

わからない
3%

採用していない
3%

30人未満
58%

30人以上、50人未満
13%

50人以上、100人未満
14%

100人以上、500人未満
9%

500人以上、1,000人未満
2%

わからない
1%

大きく増加する傾向にある
11%

少しづつ増加する傾向にある
38%

それほど変わらない
37%

少しずつ減少する傾向にある
3%

大きく減少する傾向にある
2%

年によって増減するため、顕著な傾向はない
6%

中途採用は実施していない
2%

わからない
1%



Ｑ１３．採用活動において以下のサービスは活用しているか

Q13-1）新卒採用について（複数回答）

企業合同説明会などの外部イベント 79

掲載時課金型の求人メディア 59

有料人材紹介会社 22

SNS等を活用したダイレクトリクルーティング20

成約時課金型の求人メディア 18

採用代行会社 10

わからない 8

Q13-2）中途採用について（複数回答）

有料人材紹介会社 69

成約時課金型の求人メディア 42

掲載時課金型の求人メディア 40

企業合同説明会などの外部イベント 22

SNS等を活用したダイレクトリクルーティング14

採用代行会社 8

わからない 7

Q１４．採用活動に、AI・ビッグデータ・RPA等のHRテックを活用しているか

活用しており、成果も出てきた 2

活用しているが、成果はこれから 7

まだ活用していないが、活用方法を検討中50

活用していないし、当面その計画もない 36

わからない 6

Ｑ１５．採用担当者の人数

10人以上、30人未満 9

5人以上、10人未満 32

5人未満 58

わからない 1
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企業合同説明会などの外部イベント

掲載時課金型の求人メディア

有料人材紹介会社

SNS等を活用したダイレクトリクルーティング

成約時課金型の求人メディア

採用代行会社

わからない

（件）

活用しており、成果も出てきた
2%

活用しているが、成果はこれから
7%

まだ活用していないが、活用方法を検討中
49%

活用していないし、当面その計画もない
36%

わからない
6%

10人以上、30人未満
9%

5人以上、10人未満
32%

5人未満
58%

わからない
1%



Ｑ１６．採用に関する最大の課題（自由回答）

★人材の確保

  選考母集団の形成

   ・母集団の形成 ・潜在的志望者層の開拓

   ・選考母集団の拡大  ・動機付け、承諾率の向上

   ・母集団形成（インターンシップ動員、合同就職説明会動員）

   ・売手市場の背景の中で大手企業ではない自社にいかにして関心を持って頂けるか。

  優秀な人材の確保

    ・優秀人材の減少に伴い、採用人数の確保が難しくなってきている。

     ⇒志望度アップの取り組みが必要、グローバルでの人材採用の加速が必要。

   ・優秀学生との早期接触とそのフォロー

   ・会社説明会の参加者が少なく、応募者数も採用予定数の２～３倍程度。優秀な学生の採用が困難

  特定職種向け、女性、首都圏・地方向け、中途採用 等 人材確保

   ・採用できない職種が存在

   ・理系（建築系）の職種の採用が思うようにいかない。（応募が少ない）

   ・特定スキル（薬事、臨床など）を保有し、且つ、高い英語力を有する人材をどう発掘し、採用するか

   ・IT人材の採用激化

   ・パート採用難。

   ・女性採用数を増加させる必要がある ・女性管理職（特にマネジメント）のキャリア採用

   ・地方限定での勤務を希望する新卒学生の採用、そのキャリアプラン

   ・夜勤や遠隔地といった労働環境が前提となる中で十分な応募者を確保すること。

   ・首都圏の新規採用が、段々と難しくなってきている。

   ・中途採用も、2年前に比べると、激戦になってきた。採用数を増やしたい。

  内定者の辞退抑止

   ・入社内定後の辞退防止(競合他社への流出防止)
★採用方法の多様化・スケジュール変更への対応
   ・採用スケジュール変更への対応
   ・最適な21年度新卒採用方法の構築。（採用スケジュールが不透明なため）

   ・ＡＩ、ＳＮＳ等を活用した戦略的な採用

   ・デジタル化による効率・品質の向上

   ・リファラル中心への移行に伴うエンゲージメントの向上

★採用の為のリソース不足

   ・年々採用に時間もコストも手間もかかってきているが、全てにおいてリソースが足りない。

    誰でもいいわけでもなく、採用担当に向いている者をアサインする必要があることも一因。

   ・マンパワーの不足。

   ・費用対効果をどのように出すのか。効率的な採用とは？

      統一指標があると全体として見える化が進むと思うので、今後の業界動向に期待。

★その他

   ・人財要件が短期的視点に偏っている傾向があること

     （もっと中⾧期視点が必要と考えているが、そこまで至っていない）。

   ・当社が求める人材要件が定まらず、基準が不明確


